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(57)【要約】
　ヘッドプーリへの取り付けに好適なベルトコンベヤの
ベルトスクレーパは、ブレードサブアセンブリ（２）、
取り付け構造体（１）、及び、アセンブリ全体を接地さ
せるとともに垂直方向への並進調整運動を提供する２つ
の側部取り付けサブアセンブリ（３）を備える。各ブレ
ードサブアセンブリ（２）に設けられるねじりばね及び
圧縮ばねが、スクレーパブレードの自動の連続的な調整
を提供し、スクレーパブレードをベルト表面と連続的に
接触したままにする。ねじりばねには、ブレードサブア
センブリ（２）の組み付け中に予め張力がかけられる。
圧縮ばねは、より少ない摩耗のためにスクレーパブレー
ドを自動的に調整する前方への力を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッドプーリへの取り付けに適したベルトコンベヤの改良されたベルトスクレーパアセ
ンブリであって、複数のブレードサブアセンブリ（２）、取り付け構造体（１）、及び、
アセンブリ全体を接地させるとともに垂直方向への並進運動を提供する２つの側部取り付
けサブアセンブリ（３）から構成されており、該アセンブリには、ブレード締結具又はベ
ルト表面の突起が出現する場合にブレードを離脱させるのに必要な反転作用を提供すると
ともに、ブレード先端部が損傷を受けることを防止するねじりばね（５）が設けられてお
り、該アセンブリはまた、スクレーパブレードが摩耗した場合に該ブレードを前記ベルト
表面と接触したままにするように前記ブレードの自動の連続的な調整を提供する圧縮ばね
（２４）を有している、改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項２】
　前記ブレードサブアセンブリ（２）は、ブレード先端部（９）、ブレード体（６）、ね
じりばね（５）、複数のブシュ（７）、スロット付きピン（８、１０）、リベット、ブレ
ード体ピン、圧縮ばね（２４）及びキャップ（２２）からなる、請求項１に記載の改良さ
れたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項３】
　前記ブレード先端部（９）は、金属体（６）のプレートにろう付けされる高耐摩耗性金
属から作られている、請求項２に記載の改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項４】
　前記ねじりばね（５）は、該ばねの両端に、両端が前記スロット付きピン（８、１０）
によってクランプされる脚部（４５）を有している、請求項２に記載の改良されたベルト
スクレーパアセンブリ。
【請求項５】
　前記スロット付きピン（１０）は、同様に穴（３６）に配置される前記ねじりばね（５
）の一方の脚部（４５）にクランプされてブレードブロック要素（４）の穴（３６）に配
置され、次に前記ブレードブロック要素に固定され、一方で、前記スロット付きピン（８
）は、前記ねじりばね（５）の他方の脚部（４５）にクランプされ、次に前記ブレード体
（６）に固定され、この構成は、前記アセンブリに、全体的にカバーされるねじりばね作
用を提供する、請求項４に記載の改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項６】
　前記ねじりばね（５）には、前記ブレードサブアセンブリ（２）の組み付け中に予め張
力がかけられる、請求項２に記載の改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項７】
　前記取り付け構造体（１）は、該構造体の両端において、該構造体を接地させる、２つ
の側部取り付けサブアセンブリ（３）に接続されている、請求項１に記載の改良されたベ
ルトスクレーパアセンブリ。
【請求項８】
　前記側部取り付けサブアセンブリ（３）には、スクレーパを２つの垂直方向に移動させ
る構成が設けられている、請求項１に記載の改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項９】
　前記アセンブリの全ての構成要素は、最高で２００℃の周囲温度に耐えることができる
、請求項１に記載の改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項１０】
　全ての前記ブレードは、スクレーパの寿命にわたって均一な角度で位置合わせされる、
請求項１に記載の改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
【請求項１１】
　前記ブレードの位置合わせの前記均一な角度は、ねじりばねに予め張力をかけること、
及び、ストッパとして作用するブレード要素の設計によって達成される、請求項１又は１
０に記載の改良されたベルトスクレーパアセンブリ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包括的には、バルク材料取り扱いベルトコンベヤにおいて使用されるベルト
スクレーパに関し、特に、ヘッドプーリに取り付けることができ、それによって、清掃さ
れた材料がシュートの中央の近くに落下する、改良されたベルトスクレーパアセンブリに
関する。スクレーパは、セグメント化されたブレード体を有し、ベルト表面へのいかなる
損傷の脅威も生じることなく、障害物を回避することが可能である。
【背景技術】
【０００２】
　ベルトスクレーパは、バルク材料取り扱いベルトコンベヤにおいて、材料の持ち帰りを
回避し、こぼれることを低減し、ベルトを清潔に保つために使用される。清潔なベルトは
、スナブプーリ及びリターンアイドラに材料が堆積することを防止するのを助け、それら
の寿命を延ばし、それによって、清掃コスト、ダウンタイムコスト及びベルトのミストラ
ッキングを低減する。
【０００３】
　第１世代のカウンタウェイトベルトスクレーパでは、リターンベルトの下の（ベルト幅
よりも広い）厚いゴムストリップから単一ブレード設計が作られ、カウンタウェイトが、
ベルトスクレーパの側に、ベルトとの接点を提供するように回動点を有して設けられる。
ベルトに加えられる初期負荷は、およそ８０ｋｇ～９０ｋｇである。使用とともに、清掃
の有効性が低下すると、重量が徐々に増大し、最大で１５０ｋｇになる可能性がある。
【０００４】
　清掃効率は、およそ６０％～６８％であり、ブレードの摩耗の影響に対抗するために、
カウンタウェイト荷重を定期的に増大させる必要がある。そのようなスクレーパは、非常
に効果的というわけではなく、多くのメンテナンスを伴う。
【０００５】
　第２世代の固定マウントベルトスクレーパは、ブレードの底部にゴムクッションを有す
る硬質の合金鋼から作られるセグメント化されたブレードを有する。ブレードは、両端が
固定されたマウントを有する鋼管に取り付けられる。ブレードは、ブレードの摩耗に対す
る自動的な調整部を有しない。ブレードは、およそ１００ｋｇ～１２５ｋｇである一貫性
のない接触圧力をベルトに提供する。
【０００６】
　そのようなスクレーパの清掃効率はおよそ７０％～８５％であり、ブレードの摩耗に対
抗するために固定マウントを定期的に持ち上げる必要が常にある。そのようなスクレーパ
もあまり効果的ではなく、多くのメンテナンスを伴う。
【０００７】
　空気圧動作式の第３世代のベルトスクレーパは、ブレードの底部にポリマークッション
を有するか又は有しない硬質の合金鋼から作られるセグメント化されたブレードを有する
。ブレードは、空気圧式に７バール～１０バールの圧縮空気によって調整されるラチェッ
ト・ピニオンマウントを有する鋼管に取り付けられる。ブレードは、およそ９０ｋｇ～１
１０ｋｇの一貫性のない負荷をベルトに提供する。清掃効率はおよそ７５％～８５％であ
る。さらに、空気圧の低下／漏れ／空気の滞りに起因して、適切なブレード－ベルト接触
を維持するために、空気を定期的に圧送する必要がある。メンテナンス要件が高い。
【０００８】
　第４世代の緩衝装置を有するベルトスクレーパでは、幾らかの程度まで、半自動式の調
整が存在する。しかし、３週～４週おきに、ブレードの摩耗に対して定期的に手動の調整
を行う必要がある。このタイプのベルトスクレーパは、両端がゴム製緩衝装置に取り付け
られた鋼管に取り付けられる掻き取り縁の下の回動点を有するセグメント化された金属ブ
レードを有する。このブレードは、およそ２４ｋｇ～８０ｋｇである比較的小さい負荷を
ベルトに提供する。清掃効率はおよそ９２％～９５％である。このブレードは、高荷重、
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高速、振動及び双方向ベルト動作用途では低い一貫性を提供する。
【０００９】
　上述した従来技術のスクレーパは全て、ヘッドプーリから外れた位置に設置される。し
かし、この位置における清掃は、材料をシュート壁に沿って蓄積させ、最終的にはスクレ
ーパ自体を覆う。清掃された材料が、シュートの中央の近くで生じる主な材料の流れとと
もに移動することが常に望ましい。ヘッドプーリ自体のベルト表面から材料を掻き取るよ
うに作られているスクレーパは少ないが、これらのベルトスクレーパは、ヘッドプーリか
ら外れて設置されるスクレーパほど効率的ではない。明らかに、上述した従来のベルトス
クレーパアセンブリは、所望のスクレーパとはかけ離れており、動作中に１つの問題又は
他の問題を被る。
【００１０】
　したがって、清掃された材料がシュートの中央の近くに落下すること、効率的なベルト
の清掃、ブレードの自動調整、ブレードのより低い摩耗速度、及び、材料が堆積しないこ
とを確実にするベルトスクレーパアセンブリを設計することが長い間必要とされている。
サイズの低減を達成し、異なるベルト速度に好適な容易な設置に適合され、メンテナンス
コストを低減する必要もある。種々のタイプの材料に好適であり、腐食環境において動作
し、サブアセンブリの容易な接合を提供するべきである。
【００１１】
　本発明は、前述した長年にわたる必要性を満たす。
　特許請求の範囲を含む明細書を通して、「コンベヤベルト」、「スクレーパブレード」
、「スクレーパ保持アーム」、「ねじりばね」、「圧縮ばね」、「主ねじ」、「座金」、
「ブレード」、「ブレード先端部」、「ブレード先端部アセンブリ」、「ばね」、「締結
具」、「ヒンジアセンブリ」、「ロック」、「ピン」、「ベロー」、「山形材」及び「ナ
ット」という用語は、それぞれの用語の最も広範な意味で解釈されるべきであり、当業者
には明らかであり得るような、当該技術分野において他の用語によって既知の全ての同様
のアイテムを含む。本明細書において言及される制限／限定は、ある場合は、単に例であ
り、本発明を理解するためのものである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の主な目的は、ベルト表面の効率的な清掃を確実にし、ヘッドプーリに設置され
ることが可能であり、ブレード先端部が、ベルトに取着される場合に機械的締結具によっ
て損傷を受けることを回避することを確実にする、ベルトコンベヤの改良されたベルトス
クレーパアセンブリを提供することである。そのような機械的締結具は２つのベルト表面
を接合するのに使用される。
【００１３】
　本発明の別の目的は、ブレードのずれを排除することである。ブレードにおけるずれは
、材料が２つのブレード間を通ることを可能にするため、スクレーパの清掃効率を低下さ
せる。本発明は、容易な組み立てプロセスで最小限のずれを確実にする。
【００１４】
　本発明の別の目的は、ブレードの自動調整、より低いブレード摩耗速度、及び、材料が
堆積しないことを確実にすることである。
　本発明の更なる目的は、サイズ及び重量の低減並びに容易な設置を確実にする、ベルト
コンベヤの改良されたベルトスクレーパアセンブリを提供することである。
【００１５】
　本発明の別の目的は、可変ベルト速度に好適であるとともにメンテナンスコストを低減
する、ベルトコンベヤの改良されたベルトスクレーパアセンブリを提供することである。
　本発明のまた別の目的は、様々な材料に好適であるとともに腐食環境において動作する
のに好適である、ベルトコンベヤの改良されたベルトスクレーパアセンブリを提供するこ
とである。
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【００１６】
　本発明の更なる目的は、最高で２００℃の周囲温度で使用されるのに好適なベルトコン
ベヤの改良されたベルトスクレーパアセンブリを提供することである。
　本発明の更なる目的は、サブアセンブリの容易な接合を確実にするベルトコンベヤの改
良されたベルトスクレーパアセンブリを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上述した目的を達成する方法、及び、本発明の他の態様は、単に理解のためであり決し
て限定するものではない以下の説明から明らかである。
　したがって、本発明は、複数のブレードサブアセンブリ、取り付け構造体、及び、アセ
ンブリ全体を接地させるとともに垂直方向への並進運動を提供する２つの側部取り付けサ
ブアセンブリから構成される、ヘッドプーリへの取り付けに好適なベルトコンベヤの改良
されたベルトスクレーパアセンブリを提供する。アセンブリには、ブレード締結具又はベ
ルト表面の突起が出現する場合にブレードを離脱させるのに必要な反転作用を提供すると
ともに、ブレード先端部が損傷を受けることを防止するねじりばねが設けられる。アセン
ブリは、スクレーパブレードが摩耗した場合にブレードをベルト表面と接触したままにす
るようにブレードの自動の連続的な調整を提供する圧縮ばねも有する。
【００１８】
　本発明のベルトスクレーパアセンブリの好適な実施形態によると、
　－上記ブレードサブアセンブリは、ブレード先端部、ブレード体、ねじりばね、複数の
ブシュ、スロット付きピン、リベット、ブレード体ピン、圧縮ばね及びキャップからなり
、
　－上記ブレード先端部は、金属体のプレートにろう付けされる高耐摩耗性金属から作ら
れ、
　－上記ねじりばねは、ばねの両端に、両端が上記スロット付きピンによってクランプさ
れる脚部を有し、
　－上記スロット付きピンは、同様に穴に配置される上記ねじりばねの一方の脚部にクラ
ンプされて上記ブレードブロック要素の穴に配置され、次にブレードブロック要素に固定
され、一方で、上記スロット付きピンは、上記ねじりばねの他方の脚部にクランプされ、
次にブレード体に固定され、この構成は、アセンブリに、全体的にカバーされるねじりば
ね作用を提供し、
　－上記ねじりばねには、上記ブレードサブアセンブリの組み付け中に予め張力がかけら
れ、
　－上記取り付け構造体は、構造体の両端において、構造体を接地させる、２つの側部取
り付けサブアセンブリに接続され、
　－上記側部取り付けサブアセンブリには、スクレーパを２つの垂直方向に移動させる構
成が設けられており、
　－アセンブリの全ての構成要素は、最高で２００℃の周囲温度に耐えることができ、
　－全てのブレードは、スクレーパの寿命にわたって均一な角度で位置合わせされ、
　－ブレードの位置合わせの上記均一な角度は、ねじりばねに予め張力をかけること、及
び、ストッパとして作用するブレード要素の設計によって達成される。
【００１９】
　本発明の本質及び範囲は、好ましい実施形態の説明であり、限定するものではない添付
の図面からより良く理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】完全なスクレーパアセンブリの側面図である。
【図２】完全なスクレーパアセンブリの正面図である。
【図３】スクレーパの側部取り付けサブアセンブリの等角図である。
【図４】図３の側部取り付けサブアセンブリの、その異なる構成要素間の接続を示す側面
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図である。
【図５】側部取り付けサブアセンブリの、異なる構成要素間の接続を示す等角図である。
【図６ａ】側部取り付けサブアセンブリの異なる構成要素の等角図である。
【図６ｂ】側部取り付けサブアセンブリの異なる構成要素の等角図である。
【図６ｃ】側部取り付けサブアセンブリの異なる構成要素の等角図である。
【図７】ブレードサブアセンブリの等角図である。
【図８】山形材に接続されるブレードサブアセンブリの、その重要な構成要素を示す拡大
等角図である。
【図９】図７のブレードサブアセンブリの、その種々の構成要素間の接続を示す正面図で
ある。
【図１０】ブレードサブアセンブリの異なる構成要素の等角図である。
【図１１】ブレード体及びブレード体ピンの等角図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、限定するためではなく、単に本発明の性能を理解するために本発明の好ましい実
施形態を記載する。
【００２２】
【表１】

　本発明は、今までに行われていない方法で上記の変更を全てもたらす。本発明における
ブレード要素は、２つの自由度、障害物回避のためのベルトに沿う自由度、及び、自動調
整のためのベルト表面に対して垂直な別の自由度を有する。双方の自由度によって、ブレ
ードとベルトとの間の圧力が上昇した場合にスクレーパが離脱する。
【００２３】
　本発明をより良く理解するために、添付の図面に示されている本発明の以下の好ましい
実施形態をここで参照する。
　図面では、同様の参照符号は同様の特徴部を表す。
【００２４】
　最初に図１を参照すると、図１は、完全なスクレーパアセンブリの側面図、及び、ブレ
ードサブアセンブリ（２）、山形材（１）、及び、図３に最も良く示されている側部取り
付けサブアセンブリ（３）の相対位置を示している。
【００２５】
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　図２は、完全なスクレーパアセンブリの正面図を示している。図２は、複数のブレード
サブアセンブリ（２）と山形材（１）との接続、及び、２つの端における山形材（１）と
側部取り付けサブアセンブリ（３）との接続を示している。
【００２６】
　図３は、側部取り付けサブアセンブリ（３）の等角図を示している。ここで、詳細のた
めに図６ａ、図６ｂ及び図６ｃも参照する。サブアセンブリ（３）は、主ねじ（１５）及
び（１４）を組み込み、これは、２つの垂直方向へのその移動を可能にする。山形材（１
）と側部取り付けサブアセンブリ（３）とを取着させるのにフレーム（１６）が使用され
る。スクレーパアセンブリ全体を固定するために、メインフレーム（１２）が穴（３０）
を使用してシュートの外周にボルト留めされる。メインフレーム（１２）は、２つの対向
する側壁に２つのボルト穴（２８、２９）も有する（図６ａにおいて最も良く示されてい
る）。締結具（１４）を使用して矩形ブロック（１３）がメインフレーム（１２）に接続
され、締結具（１４）は、矩形ブロック及びメインフレームにそれぞれ存在する、図６（
ａ）及び図６（ｂ）において最も良く示されている穴（３１、３２、２８、２９）を通る
。サークリップ（１７）を使用して、締結具（１４）をその位置に保持するとともにその
並進運動をロックして、回転運動のみを可能にする。矩形ブロック（１３）の細長い本体
部分又は縁（３５）が、メインフレーム（１２）の上面部分にわたって摺動する。フレー
ム（１６）は、図４において最も良く示されているパッチ（２５、２６、１８、２７）を
使用して矩形ブロック（１３）に接続される。フレーム（１６）に対する直線運動は、主
ねじの原則を使用することによって提供される。
【００２７】
　図４は、側部取り付けサブアセンブリ（３）の、その異なる構成要素、すなわちフレー
ム（１６）、パッチ（２５、２６、１８、２７）及び矩形ブロック（１３）間の接続を示
す側面図を示している。
【００２８】
　図５は、側部取り付けサブアセンブリ（３）の、その異なる構成要素、すなわちフレー
ム（１６）、パッチ（２５、２６、１８、２７）、矩形ブロック（１３）、メインフレー
ム（１２）、締結具（１４）、サークリップ（１７）及び主ねじ（１５）間の接続を示す
等角拡大図を示している。
【００２９】
　図６ａ～図６ｃは、側部取り付けサブアセンブリの異なる構成要素の等角図をそれらの
細部とともに示している。
　図６ａは、スクレーパアセンブリ全体を接地させるために、穴（３０）を使用してシュ
ートの外周に固定されるように適合されているメインフレーム（１２）を示している。メ
インフレーム（１２）の細長い本体は、その２つの対向する側面にボルト穴（２８、２９
）を含み、ボルト穴（２８、２９）に締結具（１４）が通る。
【００３０】
　図６ｂは、矩形ブロック（１３）を示しており、その縁（３５）は、メインフレーム（
１２）の上面にわたって摺動する。ブロックは、その２つの鉛直側壁に穴（３１、３２）
を有し、穴（３１、３２）を上記締結具（１４）が通る。矩形ブロック（１３）の上面は
、主ねじ（１５）が通る穴（３４’）を有する。
【００３１】
　図６ｃは、フレーム（１６）の構造的な特徴部の詳細を示している。ボルト穴（３３）
がフレーム（１６）の一方の側壁に存在する。山形材（１）は、これらの穴（３３）を通
してボルト留めすることによってフレーム（１６）に接続される。上面及び底面は、主ね
じ（１５）が通るボルト穴（３４）を有する。
【００３２】
　側部取り付けサブアセンブリ（３）は山形材（１）に接続される。山形材（１）の両端
には２つのそのような側部取り付けサブアセンブリがある。山形材（１）は、図２におい
て最も良く示されている複数のブレードサブアセンブリ（２）を保持する一連の穴を含む
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。山形材（１）はブレードの自動調整を確実にする。
【００３３】
　ここで図７及び図８を参照する。図７は、ブレードサブアセンブリ（２）の等角図を示
しており、一方で、図８は、圧縮ばね（２４）に主に関連するその構成要素及びそのアセ
ンブリの詳細を与える。複数のブレードサブアセンブリが、ブレード体ピン（２０）及び
キャップ（２２）を使用して山形材（１）に接続される。ピン（２０）は、鉛直ブレード
ブロック要素（４）、圧縮ばね（２４）、ばねカバー（２３）、及び、これらの図には示
されていない山形材（１）を通る。キャップ（２２）は、ブレードブロック要素（４）の
穴を閉じるのに使用される。
【００３４】
　この構成によって、圧縮ばね（２４）はブレードブロック要素（４）に必要なサスペン
ションを提供する。圧縮ばねはまた、スクレーパブレードの自動の連続的な調整、及び、
ブレードが摩耗してもブレードをベルト表面と接触したままにするために、前方への力を
提供する。これは、ブレードの摩耗を相殺するためにスクレーパを調整し続けるのに必要
な頻繁なメンテナンスの必要性を排除する。
【００３５】
　図９、図１０及び図１１を参照すると、ブレードブロック要素（４）は、ピン（８）及
び（１０）をそれぞれ使用してブレード体（６）に接続される。これらの３つの図は、２
つのばね、すなわち、ねじりばね（５）及び圧縮ばね（２４）とブレード体とを接続する
のに主に使用されるブレードアセンブリの異なる構成要素間の接続をまとめて示している
。
【００３６】
　ブシュ（７）は、図１０において最も良く示されているブロック要素（４）の穴（３６
）の両端に設けられるカバーである。ブレード体（６）の適切な回転を可能にするブシュ
（７）は、外側シールリム（３９）、第２のリム（３８）、並びに、ピン（８）及び（１
０）を収容する内側穴（３７）を有する。ねじりばね（５）が、ブレードブロック（４）
の穴（３６）内に配置される。ねじりばね（５）には、ばねの両端に存在する脚部（４５
）が設けられている。一方の脚部はピン（１０）の隙間（４２）にクランプされ、他方の
脚部はピン（８）の隙間（４３）にクランプされる。ピン（８）は、ブレードブロック要
素（４）の穴（１９）を使用してブレードブロック（４）にリベット留めされる。ピン（
１０）は、図１１において最も良く示されているブレード体（６）の地点（４７）及び（
４８）並びにピン（１０）の穴（４０）においてねじ留めすることによってブレード体に
接続される。ブレード先端部（９）が、ろう付け又は同様の手段によってブレード体（６
）の前部（４６）において取着される。ブレード先端部（９）は、硬質の耐摩耗性材料か
ら作られる。ブレード先端部（９）は、本発明の場合、本明細書ではブレード体と称され
るプレートにろう付けされるタングステンカーバイド先端部である。組み立て前に、ピン
（８）の穴（４４）が、ブレードブロック要素（４）の穴（１９）に対して１０度遅れて
いる。これは、ねじりばね（５）の２つの脚部（４５）に１０度の差を有することによっ
て達成される。組み立ての時点で、ピン（８）は、穴（４４）が穴（１９）に一致するよ
うに１０度だけ回転する。その際に、ピン（８）によってクランプされるねじりばね（５
）の脚部（４５）のうちの一方も捩られ、ねじりばねに対して予め張力を与え、すなわち
、ねじりばねは、アセンブリが動作する前に１０度だけ既に回転されている。このように
予め張力をかけることは、より小さいワイヤ径を有するねじりばねの使用を可能にし、結
果として、全ての他の寸法がねじりばねの寸法に基づくため、アセンブリ全体の全体的な
寸法を低減する。第２に、予め張力をかけることによって、ブレードブロック要素（４）
の縁がアセンブリ全体の全てのブレード体に対して均一な角度を提供するまで、ブレード
体（６）が回転する（ねじりばねのクランプ隙間に関係なく）。
【００３７】
　ねじりばね（５）の２つの端をピン（８）及び（１０）によってクランプした後で、ピ
ン（８）は、ねじりばね（５）に予め張力をかける力を与えるように捩られる。ピン（８
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）は、ブレードブロック要素（４）の穴（１９）及びピン（８）の穴（４４）が一致し、
リベットが２つの同心の穴に配置されるまで、回転する。この結果として、全てのブレー
ドに対して均一な角度が生じ、組み立ての時点でのずれの可能性を排除する。そのため、
ブレードの位置合わせの均一な角度は、ねじりばねに予め張力をかけること、及び、スト
ッパとして作用するブレード要素の設計によって達成される。全てのブレードは、スクレ
ーパの寿命にわたって均一な角度で位置合わせされる。
【００３８】
　ねじりばね（５）は、ブレード締結具又はベルト表面の突起が出現する場合にブレード
を離脱させるのに必要な反転作用を提供する。この特徴部は、ベルト及びブレード先端部
の双方を損傷から保護する。
【００３９】
　上記の記載及び添付の特許請求の範囲から、本発明の全ての望ましい目的が満たされる
ことが明らかである。
　本発明を、限定することなく単に理解のために、幾つかの図面及び好ましい実施形態を
参照して記載する。本発明は、本明細書において上記で記載したもの及び添付の特許請求
の範囲において特許請求されるものの範囲内の全ての合法な発展形態を含む。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６ａ】

【図６ｂ】

【図６ｃ】

【図７】

【図８】
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